
靖
国
神
社
公
式
参
拝
の
中
止
求
め
る

　

浄
土
真
宗
の
１０
宗
派
で

組
織
す
る
真
宗
教
団
連
合

は
８
月
３
日
、
首
相
・
閣

僚
に
よ
る
靖
国
神
社
公
式

参
拝
の
中
止
を
求
め
る
要

請
文
を
安
倍
晋
三
首
相
宛

に
提
出
し
た
。
足
利
善
彰

・
企
画
専
門
委
員
会
委
員

長
が
自
民
党
本
部
で
田
中

和
徳
組
織
運
動
本
部
長
に

手
交
し
た
。

　

真
宗
教
団
連
合
は
１
９

６
９
（
昭
和
４４
）
年
の
結

成
か
ら
一
貫
し
て
、
首
相

・
閣
僚
の
靖
国
神
社
参
拝

に
対
し
て
抗
議
や
中
止
の

要
請
を
行
っ
て
い
る
。
今

回
も
同
神
社
の
創
設
の
経

緯
や
、
同
神
社
が
先
の
大

戦
ま
で
戦
争
遂
行
の
精
神

的
支
柱
と
し
て
国
家
神
道

体
制
の
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
き
た
こ
と
、
故
人

の
宗
教
や
遺
族
の
意
志
に

か
か
わ
ら
ず
特
定
の
基
準

で
強
制
的
に
合
祀
し
た
こ

と
な
ど
を
示
し
な
が
ら
、

政
教
分
離
を
定
め
た
現
憲

法
か
ら
見
た
問
題
点
を
指

摘
。「
今
日
ま
で
日
本
は
現

憲
法
の
『
戦
争
放
棄
』
の

も
と
恒
久
的
な
平
和
の
実

現
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
靖
国
神
社
公

式
参
拝
の
も
つ
問
題
性
を

十
分
に
認
識
さ
れ
、
公
式

参
拝
を
行
わ
な
い
よ
う
要

請
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
と
も
世
界
平
和

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
ら
れ
ま
す
よ
う
要
望
い

た
し
ま
す
」と
し
て
い
る
。

　

全
日
本
仏
教
会
は
８
月

３
日
、
安
倍
晋
三
首
相
宛

に
「
首
相
及
び
閣
僚
の
靖

国
神
社
公
式
参
拝
中
止
の

要
請
」
文
書
を
提
出
。
倉

澤
豊
明
事
務
総
長
が
自
民

党
の
田
中
和
徳
組
織
運
動

本
部
長
に
手
交
し
た
。

　

「
一
宗
教
施
設
で
あ
る

靖
国
神
社
に
、
首
相
及
び

閣
僚
が
公
式
参
拝
す
る
こ

と
は
、
ど
の
よ
う
な
形
式

を
と
っ
た
と
し
て
も
、
日

本
国
憲
法
に
定
め
る
『
信

教
の
自
由
』『
政
教
分
離
』

の
原
則
に
反
す
る
こ
と

は
、
疑
い
の
余
地
が
あ
り

ま
せ
ん
」
と
し
て
い
る
。

真
宗
教
団
連
合
が
首
相
に
要
請
文

全
日
本
仏
教
会
も


